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ROHAYHU PARAGUAY パラグアイ通信その１ 

ROHAYHU PARAGUAY（ロハイフ パラグアイ）は パラグアイの先住民グアラニー族の言

葉で「大好き パラグアイ」です。首都アスンシオンからバスで 6 時間、エンカルナシオンの市

街地に入るとこの言葉が出迎えてくれます。 

 

山もない、海もない、イグアスの滝も見

えないパラグアイですが、あっというまに

「ROHAYHU PARAGUAY」になってしま

う魅力をお伝えできればと思います。 

 私の住んでいるエンカルナシオンは人口

13 万人、パラグアイ第 3 の都市です。パラ

ナ川対岸のアルゼンチンから橋を渡って物

価のやすいパラグアイに買い物に来るとい

う国境の街です。 

  

 

下流にジャスレタ・ダムができて川沿いの下町が水没してしまいましたが、大規模な埋め立て

を行ってコスタネラ（沿岸道路）や人工の砂浜を作ったかいあって、今や国内外から多くの観光

客が訪れる人気のリゾート地となりました。1 月末から 2 月にかけてパラグアイ一のカーニバル

が催され、特設スタジアムでみることができます。 

 

夏、日が沈むころになると折り畳み椅子をもった人たちがコスタネラにやってきます。大人た

ちがテレレ（冷たいマテ茶）をのみながら話しているそばを子どもたちがペダル漕ぎの車ではし

ゃぎながら走っています。はめを外して迷惑をかける人もいないし、夜遅くまで安心して過ごせ

る稀有な場所です。 

「何もすることのない幸せ」「家族が一緒にいる幸せ」日本にいると気が付かない「幸せ」を心

ゆくまで味わうことができるのがパラグアイの魅力なのではないでしょうか。 

 

その昔、エンカルナシオンは鉄道で栄えた町でした。 

アスンシオン 370km、ブエノスアイレス 1154km。 

ラプラタ水系にスペインが築いた二大都市の中継

点で、奥地からの物資の集積地でした。（今は駅

舎が博物館になっています） 

 

日本からパラグアイに移住した人たちは、パナ

マ運河を通ってブエノスアイレスに着くと鉄道に

乗り換えてエンカルナシオンを目指しました。こ

こで支度を整えて、それぞれのコロニア（入植

地）に入ったのです。 



 

そのため、エンカルナシオンには移住

受け入れ機関（JICA の前身）の支所、移

住者の宿泊施設があり、1978 年領事館も

できました。 

 

移住が終焉を迎え、JICA 支所は閉鎖さ

れました。跡地は日本人会に払い下げら

れ、いまは日本人会館、日本語学校とし

て使われています。 

 

 

 門を入ると「パラグアイ日本人戦後移住記念碑」があり、その後ろに、 イタプア県内の３つ

のコロニア（ピラポ、ラパス、チャベス）

から運んだ石、土、竹を使った枯山水の庭

園があります。 

 パラグアイにはない海、山を象徴する石

組があり、この地に根付きながら故郷を忘

れない一世の心を表しているかのようで

す。 

 

 

学校は移住者収容所（宿泊施設のこと）

の建物を使っています。天井の高い、石造

りの広い教室に 5，6 人の子供たちが机を並べて勉強しています。 

 日系３世の彼らは「移住」を意識したことがあるのでしょうか。パラグアイ人だけど日本人の

おじいちゃん、おばあちゃんがいる、日本語学校に通っているけれど日本語よりスペイン語のほ

うが話しやすい、そんな彼らがここで日本語を学ぶことで、自分たちのルーツに触れ、より豊か

な人生を送ることを願っています。 


